
 
 

一

 
 
 

公
益
通
報
者
保
護
法
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

公
益
通
報
者
保
護
法
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

公
益
通
報
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律 

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
事
業
者
の
事
業
に
関
し
て
公
益
通
報
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
法
令
に
違
反
す
る
等
の
事
実
の
発
生
若
し

く
は
こ
れ
に
よ
る
被
害
の
拡
大
の
防
止
又
は
そ
の
是
正
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
公
益
通
報
を
し
た
労
働

者
及
び
下
請
等
事
業
者
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
取
締
役
等
の
責
務
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
そ
の
他
の
利
益
の
保
護
及
び
公
共
の
利
益
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

第
二
条
第
四
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。 

一 

法
令
に
違
反
し
、
又
は
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
実 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
の
生
命
又
は
身
体
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
実 



 

二

第
二
条
第
二
項
中
「
公
益
通
報
を
し
た
労
働
者
」
を
「
労
働
者
公
益
通
報
を
し
た
労
働
者
（
以
下
「
公
益
通
報
労
働
者
」
と

い
う
。
）
及
び
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
し
た
下
請
等
事
業
者
（
そ
の
役
員
が
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
し
た
下
請
等
事

業
者
を
含
む
。
以
下
「
公
益
通
報
下
請
等
事
業
者
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
公
益
通
報
」
を
「
労
働
者
公
益
通
報
」
に
、
「
ま
さ
に
生
じ
よ
う
と
し
て
い
る
」
を
「
生
ず
る
お
そ
れ

が
あ
る
」
に
、
「
防
止
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
」
を
「
防
止
し
、
若
し
く
は
そ
の
是
正
を
図
る
こ
と
に
資
す
る
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
そ
の
他
の
契
約
」
の
下
に
「
（
以
下
「
請
負
契
約
等
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
場
合
」
の
下
に
「
（
他
の
事

業
者
と
の
間
の
数
次
の
請
負
契
約
等
に
基
づ
い
て
事
業
を
行
う
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
」
と
は
、
下
請
等
事
業
者
（
他
の
事
業
者
と
請
負
契
約
等
を
締
結
し
て

い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
請
負
契
約
等
の
相
手
方
に
対
し
て
取
引
上
優
越
し
た
地
位
に
あ
る
事
業
者
（
以
下
「
親
事
業
者
」

と
い
う
。
）
の
当
該
請
負
契
約
等
の
相
手
方
で
あ
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
そ
の
役
員
が
、
不
正
の
利
益
を

得
る
目
的
、
他
人
に
損
害
を
加
え
る
目
的
そ
の
他
の
不
正
の
目
的
で
な
く
、
そ
の
親
事
業
者
（
当
該
下
請
等
事
業
者
が
行
う

事
業
に
つ
い
て
数
次
の
請
負
契
約
等
が
締
結
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
下
請
等
事
業
者
と
そ
の
親
事
業
者
の
間
の
請
負
契



 
 

三

約
等
の
先
次
の
す
べ
て
の
請
負
契
約
等
に
お
い
て
親
事
業
者
と
な
る
事
業
者
（
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
先
次
の
親
事
業

者
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
又
は
当
該
親
事
業
者
の
事
業
に
従
事
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
役
員
、
従
業
員
、
代
理
人
そ

の
他
の
者
に
つ
い
て
通
報
対
象
事
実
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨
を
、
当
該
親
事
業
者
若
し
く
は
当
該
親
事
業

者
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
者
（
以
下
「
親
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
、
当
該
通
報
対
象
事
実
に
つ
い
て
処
分
若
し
く
は
勧
告

等
を
す
る
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
又
は
そ
の
者
に
対
し
当
該
通
報
対
象
事
実
を
通
報
す
る
こ
と
が
そ
の
発
生
若
し
く
は
こ

れ
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
し
、
若
し
く
は
そ
の
是
正
を
図
る
こ
と
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
（
当
該
通
報
対
象
事
実

に
よ
り
被
害
を
受
け
又
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
を
含
み
、
当
該
親
事
業
者
の
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
を
除
く
。
第
八
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
通
報
す
る
こ
と
を
い
う
。 

第
二
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
公
益
通
報
」
と
は
、
労
働
者
公
益
通
報
及
び
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
い
う
。 

 

第
三
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
公
益
通
報
者
」
を
「
公
益
通
報
労
働
者
」
に
、
「
公
益
通
報
を
」
を
「
労
働
者
公
益
通

報
を
」
に
、
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
ま
さ
に
生
じ
よ

う
と
し
て
い
る
」
を
「
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
に
、
「
公
益
通
報
」
を
「
労
働
者
公
益
通
報
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
ま



 

四

さ
に
生
じ
よ
う
と
し
て
い
る
」
を
「
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
に
、
「
又
は
こ
れ
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
で
あ
る
」
を
「
若
し
く
は
こ
れ
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
し
、
又
は
そ
の
是
正
を
図
る
こ
と
に
資
す
る
」
に
、
「
公
益
通

報
」
を
「
労
働
者
公
益
通
報
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
九
条
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、
「
二
十
日
」
を
「
二
週
間
」
に
、

「
正
当
な
理
由
が
な
く
て
調
査
を
行
わ
な
い
場
合
」
を
「
調
査
を
行
わ
な
い
場
合
（
当
該
労
務
提
供
先
等
が
調
査
を
行
わ
な
い

こ
と
に
正
当
な
理
由
が
あ
り
、
当
該
理
由
を
公
益
通
報
労
働
者
に
通
知
し
た
場
合
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。 

 
 

ホ 

個
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
に
危
害
が
発
生
し
、
若
し
く
は
発
生
す
る
危
険
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
相

当
の
理
由
が
あ
る
場
合
又
は
公
共
の
利
益
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
若
し
く
は
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足

り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合 

 

第
四
条
中
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
公
益
通
報
者
」
を
「
公
益
通
報
労
働
者
」
に
、

「
公
益
通
報
を
」
を
「
労
働
者
公
益
通
報
を
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
公
益
通
報
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第

一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
公
益
通
報
者
」
を
「
公
益
通
報
労
働
者
」
に
、
「
公
益
通
報
を
」
を
「
労



 
 

五

働
者
公
益
通
報
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
公
益
通
報

者
」
を
「
公
益
通
報
労
働
者
」
に
、
「
公
益
通
報
を
」
を
「
労
働
者
公
益
通
報
を
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
中
「
公
益
通
報
」
を
「
労
働
者
公
益
通
報
」
に
、
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改

め
る
。 

 

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
公
益
通
報
下
請
等
事
業
者
等
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
） 

第
八
条 

親
事
業
者
は
、
当
該
親
事
業
者
に
つ
い
て
、
そ
の
請
負
契
約
等
に
係
る
公
益
通
報
下
請
等
事
業
者
若
し
く
は
そ
の
役

員
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
又
は
そ
の

請
負
契
約
等
に
係
る
下
請
等
事
業
者
の
使
用
し
、
若
し
く
は
使
用
し
て
い
た
公
益
通
報
労
働
者
若
し
く
は
下
請
等
事
業
者
の

指
揮
命
令
の
下
に
労
働
し
、
若
し
く
は
労
働
し
て
い
た
派
遣
労
働
者
で
あ
る
公
益
通
報
労
働
者
が
第
三
条
各
号
に
定
め
る
労

働
者
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
下
請
等
事
業
者
に
対
し
て
、
請
負
契
約
等
の
解
除
そ
の
他
不
利
益
な
取

扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

一 

通
報
対
象
事
実
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
料
す
る
場
合 

当
該
親
事
業
者
等
に
対
す
る
下
請
等
事
業



 

六

者
公
益
通
報 

二 
通
報
対
象
事
実
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合 

当
該
通
報
対

象
事
実
に
つ
い
て
処
分
又
は
勧
告
等
を
す
る
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
に
対
す
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報 

三 

通
報
対
象
事
実
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
り
、
か
つ
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合 

そ
の
者
に
対
し
当
該
通
報
対
象
事
実
を
通
報
す
る
こ
と
が
そ
の
発
生
若
し
く
は
こ
れ
に
よ
る
被

害
の
拡
大
を
防
止
し
、
又
は
そ
の
是
正
を
図
る
こ
と
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
す
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報 

イ 

前
二
号
に
定
め
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
す
れ
ば
請
負
契
約
等
の
解
除
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
と

信
ず
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合 

ロ 

第
一
号
に
定
め
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
す
れ
ば
当
該
通
報
対
象
事
実
に
係
る
証
拠
が
隠
滅
さ
れ
、
偽
造
さ
れ
、

又
は
変
造
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合 

ハ 

親
事
業
者
か
ら
前
二
号
に
定
め
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
し
な
い
こ
と
を
正
当
な
理
由
が
な
く
て
要
求
さ
れ
た

場
合 

ニ 

書
面
に
よ
り
第
一
号
に
定
め
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
し
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
て
も
、
当
該
通
報
対
象



 
 

七

事
実
に
つ
い
て
、
当
該
親
事
業
者
等
か
ら
調
査
を
行
う
旨
の
通
知
が
な
い
場
合
又
は
当
該
親
事
業
者
等
が
調
査
を
行
わ

な
い
場
合
（
当
該
親
事
業
者
等
が
調
査
を
行
わ
な
い
こ
と
に
正
当
な
理
由
が
あ
り
、
当
該
理
由
を
公
益
通
報
下
請
等
事

業
者
に
通
知
し
た
場
合
を
除
く
。
） 

ホ 

個
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
に
危
害
が
発
生
し
、
若
し
く
は
発
生
す
る
危
険
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
相

当
の
理
由
が
あ
る
場
合
又
は
公
共
の
利
益
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
若
し
く
は
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
信
ず
る
に
足

り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合 

２ 

公
益
通
報
が
先
次
の
親
事
業
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
公
益
通
報
下
請
等
事
業
者
若
し
く
は
公
益
通
報

労
働
者
を
使
用
し
、
若
し
く
は
使
用
し
て
い
た
下
請
等
事
業
者
若
し
く
は
派
遣
労
働
者
で
あ
る
公
益
通
報
労
働
者
が
そ
の
指

揮
命
令
の
下
に
労
働
し
、
若
し
く
は
労
働
し
て
い
た
下
請
等
事
業
者
と
そ
の
親
事
業
者
の
間
の
請
負
契
約
等
又
は
そ
の
先
次

の
す
べ
て
の
請
負
契
約
等
に
お
い
て
親
事
業
者
と
な
る
事
業
者
は
、
そ
の
請
負
契
約
等
の
相
手
方
で
あ
る
下
請
等
事
業
者
に

対
し
て
、
当
該
公
益
通
報
下
請
等
事
業
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
が
前
項
各
号
に
定
め
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
し
た
こ

と
又
は
当
該
公
益
通
報
労
働
者
が
第
三
条
各
号
に
定
め
る
労
働
者
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
請
負
契
約
等
の

解
除
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 



 

八

 
第
九
条
中
「
公
益
通
報
を
」
を
「
労
働
者
公
益
通
報
又
は
前
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通
報
を
」
に
、

「
当
該
公
益
通
報
に
」
を
「
こ
れ
ら
の
公
益
通
報
に
」
に
、
「
通
知
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
を
「
通
知
し
な
け
れ
ば
」
に

改
め
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
中
「
公
益
通
報
を
」
を
「
労
働
者
公
益
通
報
又
は
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
下
請
等
事
業
者
公
益
通

報
を
」
に
、
「
当
該
」
を
「
こ
れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
を
削
る
。 

 

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
取
締
役
等
の
責
務
） 

第
十
二
条 

取
締
役
、
監
査
役
そ
の
他
事
業
者
の
経
営
を
担
当
す
る
者
は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
法

律
の
趣
旨
を
理
解
し
、
法
令
の
規
定
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
個
人
の
生
命
及
び
身
体
に
対
す
る
影
響
に
配
慮
し
つ
つ
、
い

や
し
く
も
通
報
対
象
事
実
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、通
報
対
象
事
実
が
生
じ
た
と
き
は
、

誠
実
に
こ
れ
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

附
則
第
一
条
中
「
二
年
」
を
「
一
年
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
条
中
「
五
年
」
を
「
三
年
」
に
改
め
る
。 



 
 

九

 
別
表
を
削
る
。 


